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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
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【手続補正書】
【提出日】平成30年8月29日(2018.8.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受信信号を増幅して第１出力部へ出力する第１増幅部と、
　複数の入力部と前記第１増幅部との間に設けられ、前記複数の入力部のいずれかを前記
第１増幅部へ接続する第１スイッチ部と、
　前記複数の入力部と前記第１出力部との間に設けられ、前記複数の入力部のいずれかを
前記第１出力部へ接続する第２スイッチ部と、
　前記第１スイッチ部と前記第１増幅部との間または前記入力部と前記第１スイッチ部と
の間に設けられたインピーダンス整合部と、
　前記第１および第２スイッチ部を制御する制御部とを備えた受信回路。
【請求項２】
　前記第１スイッチ部は、直列に接続された複数のＦＥＴを含む第１スルー素子群と、直
列に接続された複数のＦＥＴを含む第２スルー素子群とを備え、
　前記第１スルー素子群は、前記複数の入力部のうち第１入力部と前記第１増幅部との間
に設けられており、
　前記第２スルー素子群は、前記複数の入力部のうち第２入力部と前記第１増幅部との間
に設けられており、
　前記第２スイッチ部は、直列に接続された複数のＦＥＴを含む第３スルー素子群と、直
列に接続された複数のＦＥＴを含む第４スルー素子群とを備え、
　前記第３スルー素子群は、前記第１入力部と前記第１出力部との間に設けられており、
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　前記第４スルー素子群は、前記第２入力部と前記第１出力部との間に設けられている、
請求項１に記載の受信回路。
【請求項３】
　前記第１スイッチ部に接続される前記入力部の個数をｎ１（ｎ１≧２）とし、とし、前
記第１および第２スルー素子群に含まれるＦＥＴのゲート幅をＷｇ１とし、前記第３およ
び第４スルー素子群に含まれるＦＥＴのゲート幅をＷｇ２とし、前記第１および第２スル
ー素子群のそれぞれに含まれるＦＥＴ数をｐ１とし、前記第３および第４スルー素子群の
それぞれに含まれるＦＥＴ数をｐ２とした場合、
　（Ｗｇ２／ｐ２）／（Ｗｇ１／ｐ１）≦（ｎ１－１）　　
を満たす、請求項２に記載の受信回路。
【請求項４】
　前記第１および第２スルー素子群のそれぞれに含まれるＦＥＴ数をｐ１とし、前記第３
および第４スルー素子群のそれぞれに含まれるＦＥＴ数をｐ２とした場合、
　　　　　ｐ２≧ｐ１　
を満たす、請求項２または請求項３に記載の受信回路。
【請求項５】
　前記受信信号を増幅して前記第１出力部から出力する第１モードにおいて、前記第１ス
イッチ部は前記複数の入力部のいずれかを前記第１増幅部へ接続し、前記第２スイッチ部
は前記複数の入力部と前記第１出力部との間を遮断し、
　前記受信信号を増幅せずに前記第１出力部から出力する第２モードにおいて、前記第２
スイッチ部は前記複数の入力部のいずれかを前記第１出力部へ接続し、前記第１スイッチ
部は前記複数の入力部と前記第１増幅部との間を遮断する、請求項１から請求項４のいず
れか一項に記載の受信回路。
【請求項６】
　前記増幅部と前記第１出力部との間に設けられた第３スイッチ部をさらに備え、
　前記第３スイッチ部は、前記第１モードにおいて前記第１増幅部と前記第１出力部とを
接続し、前記第２モードにおいて前記第１増幅部と前記第１出力部とを遮断する、請求項
５に記載の受信回路。
【請求項７】
　前記第１スイッチ部は、前記第１スルー素子群の一端のノードまたは前記第１スルー素
子群の前記複数のＦＥＴ間のいずれかの第１ノードと基準電圧源との間に直列に接続され
た複数のＦＥＴを含む第１シャント素子群と、前記第２スルー素子群の一端のノードまた
は前記第２スルー素子群の前記複数のＦＥＴ間のいずれかの第２ノードと前記基準電圧源
との間に直列に接続された複数のＦＥＴを含む第２シャント素子群とをさらに備え、
　前記第２スイッチ部は、前記第３スルー素子群の一端のノードまたは前記第３スルー素
子群の前記複数のＦＥＴ間のいずれかの第３ノードと前記基準電圧源との間に直列に接続
された複数のＦＥＴを含む第３シャント素子群と、前記第４スルー素子群の一端のノード
または前記第４スルー素子群の前記複数のＦＥＴ間のいずれかの第４ノードと前記基準電
圧源との間に直列に接続された複数のＦＥＴを含む第４シャント素子群とをさらに備えて
いる、請求項２から請求項６のいずれか一項に記載の受信回路。
【請求項８】
　前記第１増幅部、前記第１スイッチ部および前記第２スイッチ部は、同一ＳＯＩ基板上
に設けられている、請求項１から請求項７のいずれか一項に記載の受信回路。
【請求項９】
　請求項１から請求項８のいずれかに一項記載された受信回路を備えた無線通信モジュー
ル。


	header
	written-amendment

